
「アンティグアの再生水試験事業」 

 

１０月２０日付当地 Nation紙は、国際協力推進協会(ＡＰＩＣ)の「太平洋・カ

リブ記者招待計画」により訪日した同紙エバンソン記者のアンティグアにおけ

る我が国の再生水試験事業に関する記事を掲載しているところ、概要以下のと

おり。 

 

１ 世界の水不足問題を解決しようとする日本の新興企業は、アンティグアで

再生水利用試験を行い、数年後に域内展開を検討している。同記者招待計画は、

創業８年のＷＯＴＡで水処理・浄水システムを視察した。同システムは、家庭で

排出される中水を再利用し、再び同じ用途で使えるようにポンプで送り返す。 

 

２ ＷＯＴＡは、島嶼国が抱える水問題対策として、再生水技術を実証するには、

カリブ地域は理想的な場所だと言及した。また、ＷＯＴＡは、淡水資源が限られ

ている島嶼国において、人口増加及び観光業による水需要が高まっていること

を指摘した。さらに、中水再生利用システムと海水淡水化システムは、同様の技

術でありながら、後者はより多くのエネルギーが必要であると述べた。 

 

３ ＷＯＴＡによると、中水再利用システムの導入には、大規模なインフラ工事

は不要であるという。ＷＯＴＡのシステムは、大規模なシステム構築に伴う設置

コスト、時間、環境負荷を低減できるとのことである。ユーザーや販売店による

フィルター交換、薬品の補充などの簡易メンテナンスは数か月に一度、専門家が

行う定期的なメンテナンスは１年に一度行われる。しかしながら、現在の日本の

水道料金の２倍近い値段であることもあり、日本の一般家庭において、再生水の

利用には躊躇することが多いとのことである。 
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